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ぼくたちも踊りました

　4月12日、さいたま博赴江南町
の日ぐが会場内小広場で盛大に開

催されました。幼稚園児は、そろ

いのハッピに威勢よく鉢巻き姿で、

むさし江南音頭を踊る姿は、とて

もじょうずで見物客から、拍手か

っさいを浴びました。

5月 〔4月1日現在人口〕
男5，382人　女5，433人　計10，815人

世帯数2，853

●発行所　埼玉県大里郡江南町役場

●発行人江南町長柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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花
曇
り
の
四
月
十
二
日
、
熊
谷
市
上

川
上
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、
．
さ
い
た
ま

博
覧
会
会
場
内
の
小
広
場
に
お
い
て
、

県
内
五
十
四
市
町
村
の
催
事
の
な
か
二

十
九
番
目
の
催
し
と
し
て
、
　
「
江
南
町

の
日
」
が
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家

族
づ
れ
の
皆
さ
ん
な
ど
、
お
お
ぜ
い
の

観
客
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
事
は
、
郷
土
芸
能
な
ど
“
我

が
ま
ち
の
自
慢
〃
を
市
町
村
ご
と
に
工

夫
を
こ
ら
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
江
南
町
で
は
、
江
南
音
頭

　
　
＼
＼

日の丁田南工
、
、
ノ
引

＼
＼

楽しさいっぱい。

の
踊
り
と
祭
り
ば
や
し
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
、
開
会
に
先
立
ち
ふ
る
さ

と
埼
玉
館
江
南
町
コ
ー
ナ
ー
の
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
紹
介
、
町
長
、
議
会
議
長
あ
い

さ
つ
と
つ
づ
き
、
ミ
ス
さ
い
た
ま
博
の

み
な
さ
ん
、
ま
た
、
む
さ
し
江
南
音
頭

の
作
詞
者
で
あ
る
森
　
菊
蔵
さ
ん
も
見

え
ら
れ
、
　
「
江
南
町
の
日
」
の
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
幼
稚
園
児
百
二
十
名
に

よ
る
む
さ
し
江
南
音
頭
の
踊
り
、
上
新

田
諏
訪
神
社
屋
台
ば
や
し
保
存
会
に
よ

　
　
、
欝

　
　
麟

　
　
　
盤

る
屋
台
ば
や
し
、
御
正
婦
人
会
会
員
に

よ
る
む
さ
し
江
南
音
頭
、
ふ
れ
あ
い
音

頭
の
踊
り
、
板
井
祭
り
ば
や
し
保
存
会

に
よ
る
祭
り
ば
や
し
と
つ
づ
き
最
後
に
、

幼
稚
園
児
、
婦
人
会
会
員
、
場
内
希
望

者
に
よ
り
む
さ
し
江
南
音
頭
の
総
踊
り

を
行
い
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま

し
た
。

」
）

板井祭りばやしの演技

〈
町
長
よ
り
会
場
の
み
な
さ
ん
へ
あ
い
さ
つ

）

）’

▲ミスさいたま博も応援に
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▲園児が舞台の上と下で踊りをひろう

　しました。

妻
催
繰
、
鞭嚢

ρ
●

，
つ舞

▲バチさばきも勇しく、上新田屋台ばやしと

▲江南町のコンパニオンです。よろしく！

▲むさし江南音頭の作詞者の

　森さんもみえられました。

〈
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

（

（＼
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埼
玉
県
知
事
選
挙
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
日
は
六
月
十
二
日

選
挙
ば
あ
な
た
が
主
役
で
す
〃
”
．

　
六
月
十
二
甘
は
県
知
事
選
挙
。
選
挙

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
み

り
、
私
た
ち
の
一
票
は
暮
ら
し
を
よ
く

す
る
た
め
の
貴
重
な
意
志
表
示
で
す
。

　
た
い
せ
つ
な
一
票
を
生
か
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
ま
た
、
公
正
で
明
る
い

選
挙
と
な
る
よ
う
投
票
に
際
し
て
は
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

告
示
日
　
　
五
月
二
十
三
日
（
月
）

投
票
日
　
　
六
月
十
二
日
（
日
）
午
前

　
　
　
　
　
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

開
票
日
　
　
翌
日
開
票
午
前
八
時
か
ら

開
票
所
　
　
江
南
町
役
場
会
議
室

投
票
で
き
る
人

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
五
月
二
十
二
日

選
挙
時
登
録
日
…
…
…
五
月
二
十
二
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は

◎
眠
和
四
十
三
年
六
月
庁
三
日
以
前
に
、
．

　
生
ま
れ
た
人
で

◎
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
二
日
以
前

　
か
ら
江
南
町
に
住
ん
で
い
て

◎
引
き
続
き
江
南
町
住
民
基
本
台
帳
に

　
記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に

　
ま
た
は
、

②
引
き
続
い
て
江
南
町
に
住
所
を
有
す

　
る
旨
の
証
明
書

』
ま
た
、
江
南
町
か
ら
県
内
へ
転
出
さ

れ
た
人
は
、
転
出
先
の
市
町
樹
か
ら
①

ま
た
は
②
の
書
類
を
作
っ
て
い
た
だ
き

　
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

▼
県
知
事
選
挙
の
場
合
、
昭
和
六
十
三

年
二
月
二
十
二
日
以
後
、
埼
玉
県
内
の

他
市
町
村
か
ら
江
南
町
に
転
入
届
を
し

た
人
で
、
従
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
が
行
え
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
次

の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
江
南
町
で
発
行
す
る
住
民
票
の
写
し
、

　
　
　
　
）
し

従
前
の
投
票
所
の
受
付
け
に
差
出
し
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
　
票
　
所

　
投
票
所
は
今
ま
で
ど
お
り
五
ヵ
所
設

置
し
ま
す
が
、
第
五
投
票
区
が
坂
上
公

民
館
か
ら
町
民
体
育
館
に
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
各

投
票
区
の
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第第第第第
五四三二一

農
業
総
合
セ
ン
タ
i
内

江
南
北
小
学
校
体
育
館
内

板
井
研
修
セ
ン
タ
ー
内

江
南
南
小
学
校
体
育
館
内

江
南
町
民
体
育
館
内

投
票
入
場
券

　
投
票
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
、

投
票
日
に
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
投
票
所
へ
入
場
券
を
持
参
し
で
く

だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投

票
日
に
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

籾翻▼
投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
え
な
い
用

　
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
、
町
を
離
れ

　
て
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の
場
合
。

▼
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
な
ど
の
た
め
、

　
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
た
。

期
間
五
月
二
十
三
日
か
ら
六
月
十

　
　
　
　
一
日
（
投
票
日
前
日
ま
で
）

時
　
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
　
　
　
五
時
ま
で

　
　
）
　
）

　
　
　
　
土
・
日
曜
日
で
も
で
き
ま
す
。

場
　
所
　
江
南
町
役
場
内

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
と
印
か
ん

郵
便
に
よ
る

　
　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は

障
害
の
程
度
が
重
度
で
あ
る
と
知
事
が

証
明
し
た
か
た
は
、
一
定
の
手
続
き
を

取
る
と
、
在
宅
の
ま
ま
投
票
が
で
き
ま

す
。　

こ
の
制
度
は
、
郵
便
に
よ
る
た
め
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
該
当
の
か
た
は
、

告
示
前
で
も
手
続
き
が
で
き
る
部
分
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
期
間
は
、
告
示
の
日
か
ら
投
票
日

の
四
日
前
（
六
月
八
日
）
ま
で
で
す
。

選
挙
人
名
簿
の

　
　
　
　
　
　
縦
　
覧

　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
か

た
の
名
簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
　
五
月
二
十
三
日
か
ら
五

　
　
　
　
　
　
月
二
十
四
日
ま
で

縦
覧
場
所
　
　
江
南
町
役
場
内

圏
瀬
簿
員
会
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ス
ト
ッ
プ
〃
交
通
事
故

　
　
　
　
死
亡
事
故
多
発

　
熊
谷
警
察
署
管
内
で
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し

た
人
が
、
四
月
末
で
六
人
と
昨
年
に
比

べ
二
人
も
増
え
て
、
な
ん
と
そ
の
う
ち

半
分
の
三
人
が
江
南
町
の
道
路
で
交
通

事
故
に
あ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
以
上
、
犠
牲
者
を
出
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
県
警
に
よ
る
と
、
四

月
の
交
通
事
故
死
者
数
は
全
国
で
一
番

多
い
四
十
九
人
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和

四
十
九
年
の
五
十
四
人
に
次
ぐ
と
の
こ

と
で
す
。

　
内
訳
は
、
四
十
九
人
の
う
ち
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
四
十

人
で
、
そ
の
う
ち
十
六
人
は
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
に
頭
を
ぶ
つ
け
た
り
、
外
に
放

り
出
さ
れ
死
亡
し
た
も
の
で
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
死
亡
は
防
げ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
車
を
運
転
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
自

転
車
利
用
者
、
歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
”
交
通
事
故
の
多
い
町
”
と
い

う
汚
名
を
返
上
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
．
ρ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
す
み
ま
し
た
か

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご
主
人
の
扶
養
家
族
に

な
っ
て
い
る
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
奥
さ
ん
は
、
す
べ
て
国
民
年
金
の

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
、
加
入
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
未
届
の
か
た
は
、
今
す
ぐ

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
の
方
法
は
、
　
「
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
・
種
別
変
更
・
種
別
確

認
（
第
三
号
被
保
険
者
該
当
）
届
書
」

に
、
ご
主
人
の
勤
務
先
で
証
明
を
受
け

て
届
け
出
る
方
法
と
、
ご
主
人
の
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
又
は
、
共
済
組
合

員
証
）
と
年
金
手
帳
（
又
は
、
厚
生
年

金
保
険
被
保
険
者
証
）
を
添
え
て
届
け

出
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

保
険
料
は
納
め
な
く
て
も

　
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
届
出
が
す

ん
だ
奥
さ
ん
の
保
険
料
は
、
ご
自
分
で

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
が
ま
と
め
て
負

担
す
る
か
ら
で
す
。

届
出
が
二
年
を
過
ぎ
る
と

　
届
出
を
す
る
と
、
第
三
号
被
保
険
者

と
し
て
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
届
出
が
二
年

以
上
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
二
年

前
ま
で
の
期
間
し
か
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。　

新
年
金
ス
タ
ー
ト
時
（
昭
和
六
十
一

年
四
月
一
日
）
か
ら
、
第
三
号
被
保
険

者
に
該
当
し
て
い
た
か
た
は
、
今
年
の

七
月
ま
で
に
届
出
を
し
な
い
と
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
か
ら
昭
和
六
十
一
年
．
六

月
分
ま
で
の
期
間
は
、
保
険
料
納
付
済

期
間
と
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

職
業
が
変
っ
た
と
き
も

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
た
あ

と
、
ご
主
人
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
自

営
業
と
な
っ
た
り
、
奥
さ
ん
自
身
が
就

職
し
た
り
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ご

主
人
の
扶
養
家
族
で
な
く
な
っ
た
と
き

に
も
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
未
届
の
か
た
は
、

至
急
、
手
続
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
四

　
　
児
童
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん

六
月
は
「
現
況
届
」
の
提
出
期
間

　
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
の
支
給

を
受
け
て
い
る
か
た
、
六
月
は
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。

　
こ
れ
は
、
受
給
者
の
か
た
が
前
年
の

所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど
の
必
要
事
項

を
、
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
手
続

き
で
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続
き

児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
受
給
の
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
、
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
た

だ
か
な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
は

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
◆

　
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
役
場
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
六
月
中
の
提
出
を
お

忘
れ
な
く
。

　
な
お
、
今
年
の
一
月
一
日
以
後
に
江

南
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
人
の
場
合
は
、

「
現
況
届
」
の
他
に
、
以
前
に
住
ん
で

い
た
市
区
町
村
の
「
六
十
二
年
中
の
所

得
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
二
二
四
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、

㌧
）

ノ

鱗騰磯．
　
　
．
緊

灘徽雌贈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i葦　 毒籔
　　　　　　　一さいたま博に豆記者登場一
　5月1日、’88さいたま博覧会の体験を、子供たちに取材を通して記録しても
らおうと、“東芝館さが行ったもので、江南中の放送委員5人（2年生）が、リ
ポーターやカメラマンとして会場内の様子をビデオに収めました。
豆記者は、ビデオやマイクなど機材一式を東芝館から借り、江南町コーナー

で手際よく取材をしました。

　　　　一野原地区でマス釣大会－　　（木村博昭氏撮影）

　　　　4月24日、野原地区で第2回目のマス釣大会が地区の
）一　親睦会主催により行われました。
　　　　和田川をせき止め、そこへ放したマス700匹・正午か
　　　ら3時間ほど、集った70人以上の人たちは、釣った魚を
．　　　すぐ焼いて食べたり皆んなで楽しんだ一日でした。
）

一江南町スポーツ少年団結団式－

　4月29日、江南町スポーツ少年団結団式が町民体育館
で行われました。子供たちは、元気に入場行進をし、団
旗を本部長より各団にわたされ、元気に結団の誓いをし
ました。

難馨、、灘、灘響

　’フレッシュバレーボール教室大盛況一
　町教育委員会主催により、4月10日、町民体育館で、
第1回フレッシュバレーボール教室がイトーヨーカドー
の先生をお招きし行われました。
　16チーム約104名の参加者は、アンダー・オーバーパス
など基本をわかりやすく指導していただき、時間の過
ぎるのも忘れるほどでした。

　　一自転車の安全な乗り方教室開催一

　4月12日、江南中学校で新入生徒を対象に自転車の安
全な乗り方教室が行われました。
　熊谷警察のおまわりさんや交通指導員さんの見守るな
か、自転車での横断や安全な乗り方を学びました。
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小
原
駐
在
所
に

　
四
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
警
察
の
人

事
異
動
で
、
小
原
駐
在
所
に
宮
さ
ん
が

着
任
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

氏
名
宮
　
敬
（
三
十
一
歳
）

出
身
地
　
青
森
県

趣
味
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書

　
宮
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な
る

前
は
、
新
座
警
察
署
交
通
課
に
勤
務
さ

　
　
　
　
ρ
ρ

み
や
　
　
　
た
か
し

宮
敬
さ
ん

れ
数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
、
犯
罪
の

な
い
、
ま
た
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に

た
て
ば
と
奉
職
し
た
そ
う
で
す
。

　
な
お
、
困
り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
す
。
今
回
の
異
動
で
小
原
駐
在
所

勤
務
と
な
り
、
若
さ
と
実
行
力
を
兼
ね

備
え
、
町
の
治
安
に
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
⑯
）
五
三
三
六

そ
れ
か
ら
、
二
年
間
小
原
駐
在
所
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
谷
　
勉
さ

ん
は
、
交
通
機
動
隊
熊
谷
分
駐
隊
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。

、
、
、
欝
、
、
詫
沁
誕
、
、
礁
　
、
羅
融
　
、
M
羅
、
モ
雛
購
、
“
謹
、
、
縷
、
、
老
欝
莚
、
．
憲
、
、
撰
、
語

　
新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
な
ど
に
次

の
と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
字
区

長
さ
ん
に
も
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
教
職
員

江
南
南
小
学
校

校
　
長
　
佐
久
間
義
雄
　
退
職

　冷
教
諭

〃〃
校
　
長

教
諭

〃〃

中
島
　
　
一

福
田
登
茂
子

岡
田
　
　
実

瀬
下
裕
仁

高
橋
保
夫

星
野
明
子

安
藤
加
志
子

退
職

川
本
北
小
へ

吉
見
小
へ

用
土
小
よ
り

川
本
北
小
よ
り

騎
西
中
よ
り

吉
見
小
よ
り

江
南
北
小
学
校

教
諭
曽
根
淑
子
退
職

養
護
教
諭
　
岩
附
　
浩
未
　
高
萩
北
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

保
健
婦
紹
介
　
　
　
　
　
高
木
・

　
四
月
一
日
付
け
で
二
名
の
保
健
婦
さ

ん
が
採
用
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
高
木
（
右
側
）
さ
ん
は
以
前
、
北

本
市
の
保
健
婦
と
し
て
九
年
間
活
躍
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
中
に
溶
け
込
め
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
増
田
（
左
側
）
さ
ん
は
、
保
健
婦
一

年
生
で
全
て
が
真
新
し
い
こ
と
ば
か
り
、

何
も
訳
ら
な
い
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
に 増

田
保
健
婦

い
ろ
い
ろ
お
教
え
て
い
た
だ
き
、
早
く

町
に
溶
け
込
み
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
二
人
と
も
、
努
力
し
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
姿
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
派
遣
保
健
婦
と
し
て
二

年
間
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
、
関
口
千
代

子
さ
ん
は
、
東
松
山
保
健
所
勤
務
と
な

り
ま
し
た
。

江
南
中
学
校

教
　
諭〃〃〃〃〃〃〃〃〃

小
川
　
　
智

大
久
保
達
雄

桂伊吉島大
田藤岡田野

佳利和秀裕
郎通子樹美

藤
野
　
　
香

清
水
久
仁
子

杉
田
　
　
功

男
△
表
小
教
頭
へ

大
里
教
事
へ

大
里
中
へ

熊
谷
東
中
へ

幡
羅
中
へ

上
柴
中
よ
り

東
浦
和
中

　
　
　
よ
り

桶
川
中
よ
り

向
陽
中
よ
り

大
里
中
よ
り

◎
町
　
職
　
員

　
　
（
）
は
前
職

●
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

○
幼
稚
園
長
　
寺
山
寛
一

〇
給
食
セ
ン
タ
i
　
寺
山
千
代

○
水
道
課
　
宮
根
喜
代
子

　
　
　
　
　
　
（
四
月
二
十
三
日
付
）

●
昇
格
（
四
月
一
日
付
）

○
建
設
課
課
長
補
佐
　
馬
場
正
美
（
建

設
課
主
事
）

●
　
異
　
動

○
教
育
委
員
会

　
幼
稚
園
園
長
　
佐
久
間
義
雄

　
社
会
教
育
主
事
大
久
保
達
雄

○
建
設
課

　
主
事
補
　
岡
田
英
浩
（
総
務
課
）

○
総
務
課

　
主
事
補
　
水
野
真
奈
美
（
新
採
用
）

○
保
健
課

　
保
健
婦
　
関
口
千
代
子
（
県
職
へ
）

　
　
〃
　
　
高
木
君
子
（
新
採
用
）

　
　
〃
　
　
増
田
順
子
（
新
採
用
）

○
経
済
課

　
主
事
補
　
飯
島
正
彦
（
新
採
用
）

○
水
道
課
（
四
月
十
五
日
付
）

　
主
事
補
　
水
野
千
登
世
（
新
採
用
）

　
　
◎
区
　
　
　
長

上
新
田
　
　
（
）
は
前
任
者

　
　
反
町
幸
平
（
川
島
義
治
）

野
　
原

　
　
杉
田
清
喜
（
宅
森
清
次
）



rり一一一一一一曽殉一一一一一一一一一一一一曹層一一一一一一一一一一一一一一－卿「
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　5月24日㈹9時30分～正午まで　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：■場所　　　　　　　　　　l
i　江南町母子センター　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　教育相談　一iド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　じ

i　教育委員会では、毎週火曜日（祝　i

：祭日はのぞく）．．午後1時より3時1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1までの間、教育相談をお受けして　：
ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1います。　　　　　　　　　　l
i　お子さんの教育上のことでお困　i
：りのことがありましだら、お気軽　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：にご相談ください。　　　　　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

：　含36－5468（直通）　　　　　　：

1　　36－1521（内線237）　　　　1
8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　ま

i，．高齢者総合　　　　＼i

i　　　相談センター　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1　　「困ったな、どうしよう。こんヨ
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1なこと相談できる相手もいない㌧　：
i…」という複雑な問題はもちろん、i
：　「ちょっと聞いてみようかな」と、：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：気軽に暮らしの豊かな情報源とし　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1ても、高齢者総合相談センターを　1
：お役立てください。　　　　　．　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　県民のかたであれば誰でも気軽　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

：に相談できます。秘密厳守ですの　：
iで、安心してご相談ください。　　i
：・よろず相談は原則としで「電話　：
：　相談」です。　　　　　　　　　：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

：　つぎの時間にお電話ください。　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　O488－33－8000　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：　月～金　9：00～17：00　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　　　　土　　　　9　：00～12：00　　　　　　　1

i　・専門相談は電話で予約してくだ　i

：　さい。　　10：00～16：00　　　　：
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I＿＿一一一一一一＿鴨一一一一一＿＿＿＿一一一一＿帰一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿騨一J

鎮日集ど
藷IIE［の

冒一一一一一一一一一一一囎一一一一一一一一一一一一一一一一需一一一一一一一一一■一一一一一一噛一一一一一冒冒冊噌一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一’

　　　　　　　　　　　ロ帯諦藤懸鰯瞳租i■藷禾，蕊年，月18日（月）

　埼玉文・学賞　i募畠護1時30分・夜の部5時30
　　一意欲作を募集一　　　i■ところ
　埼玉新聞社が県内の文芸振興の　i　埼玉県熊谷会館
ために制定した「埼玉文学賞」の　：■入場料
作品募集を次のとおり行います。　：　特等席5，000円・一等席4，000円

　　　　　　　　　　　ロ■部　門　　　　　　　　　　　　1　二等席2，500円
　小説・詩・短歌・俳旬　　　　　i■演　目

■資格　　　　　 ：　仔ノタニフタバグンまム

　　　　　　　　　　　1　（1）一谷徽軍記　熊谷陣屋　一幕　原則として県内在住、布勤者、　：
県外の場合には、埼玉の事物、風　i　（2）九代自　坂東三津五郎

土、人間、歴史などをテ｝マとし　1　　五代目　坂東　秀　調
た作品であること。　　l　　　　i　　　’　　襲名披露口上’一幕
■締め切り　　　　　　　暇　　　　：　（3）連　　獅　　子　長唄曉子連中

　昭和63年8月31日（当日消印有効）　i■出演者

■応募の要領　　　　　　　　　　：　市村羽左衛門・市川佐團次
①未発表の作品であること。　　　1　坂東三津五郎　他
②小説は四百字詰の原稿用紙で50i■前売所

　枚以内。詩は3編。短歌は15首。i　熊谷会館・八木橋・清水海苔店
　　俳句は15句で、同一テーマに　：　タニタ楽器店・ニットーモール1階

　よる連作でも結構です。　　　　：■前売開始
③作品の返却はできません・　　　1　5月17日（火）

④別紙に、住所、氏名（本名）年　i■問合せ
　齢、職業、簡単な略歴、電話番　1　熊谷会館　奮0485－23－2535

■誓暮鮭に帰属します。　　　　1　行政・心配ごと相談

　　　　　　　　　　　ロ　埼玉新聞社編集局「埼玉文学賞」　：　日常生活での困りごとや行政へ
係。費0488－62－3269・3270・3271iの不満などのあるかた、毎月第4
まで　　　　　　　　　　　　　：火曜日にご相談に応じています。

　松竹大歌舞伎特別公演　i孟香で壽

＿＿一r一一一＿＿＿榊隅一一＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿一一一一＿＿＿一＿一一一＿＿⊥一一＿＿＿＿囑一一一一＿＿＿＿＿一一一＿嘱＿＿＿＿＿＿＿一一一＿一”一一一．
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次
の
と
お
り
小
犬
、
不
用
犬
の
収
集

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
実
施
日
　
五
月
二
十
五
日
（
水
）

■
時
間
と
場
所
（
時
間
は
午
前
）

・
九
時
三
十
分
～
四
十
分

　
大
坂
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
入
口

・
九
時
四
十
五
分
～
五
十
五
分

　
静
簡
院
入
口

・
十
時
五
分
～
十
五
分

　
野
原
　
木
村
善
之
助
さ
ん
宅
北
側

・
十
時
二
十
五
分
～
三
十
五
分

　
農
協
南
支
所

・
十
時
四
十
分
～
五
十
分

　
板
井
小
林
商
店
前

・
＋
一
時
～
＋
分

　
三
本
あ
づ
ま
や
前

・
十
一
時
十
五
分
～
二
十
五
分

　
農
協
本
・
所

．
十
一
時
三
十
分
～
四
十
分

　
御
正
新
田
中
島
商
店
東

・
十
一
時
五
十
分
～
正
午

　
江
南
町
役
場

■
間
合
せ

　
役
場
・
保
健
課
（
内
線
三
二
）

　
　
）
　
翻

成三押樋野

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
（
轍
）
獅
塾

〔
三
月
・
四
月
中
届
出
〕

沢廣
澤
　
健
史
　
二
男
　
　
（
正
則
）

水
野
美
恵
子
　
二
女
　
　
（
薫
）

本長
谷
川
和
輝
　
長
男
　
　
（
幸
男
）

切高
橋
　
良
太
　
三
男
　
　
（
三
夫
）

渡
部
　
康
隆
　
長
男
　
　
（
勉
）

春馬
場
　
勇
寿
　
長
男
　
　
（
昇
）

原吉
田
　
依
世
　
長
女
　
　
（
忠
正
）

池
口
　
香
萌
　
五
女
　
（
泰
雄
）

木
村
　
由
香
　
長
女
　
　
（
敏
則
）

小
江
川

　
笠
原
博
明

　
木
持
美
花

　
塩

　
利
根
田
忠
司

板千
柴

二
男
（
喜
久
男
）

長
女
　
（
孝
次
）

　
　
　
　
　
長
男
　
（
一
布
）

井櫻
井
す
み
れ
　
長
女
　
　
（
克
男
）

代
関
口
　
彰
長
男
（
高
志
）

加
藤
　
昭
太
　
長
男
　
　
（
昭
夫
）

大
木
　
知
哉
　
長
男
　
　
（
利
夫
）

吉
田
　
智
衣
　
三
女
　
　
（
昭
市
）




